
西
東
京
市
民
ま
つ
り

 

令
和
6
年
11
月
9
日（
土
）・10
日（
日
）

の
両
日
、
第
21
回
西
東
京
市
民
ま
つ
り

が
、
西
東
京
い
こ
い
の
森
公
園
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
1
日
目
は
晴
天

に
恵
ま
れ
、
2
日
目
は
小
雨
が
降
る
時

間
帯
も
あ
り
ま
し
た
が
、
両
日
と
も
に

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
宝
船
、
今
年
は
田
無
緑

化
組
合
が
植
木
や
鉢
花
で
制
作
し
た
船

が
展
示
さ
れ
、
市
民
ま
つ
り
に
華
や
か

さ
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。　

　

10
日
（
日
）
の
午
後
に
行
わ
れ
た
宝

船
の
植
木
や
鉢
花
の
宝
分
け
は
行
列
が

で
き
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
、
品
評
会

に
出
品
さ
れ
た
農
産
物
の
販
売
と
と
も

に
、
多
く
の
来
場
者
に
市
内
産
農
産
物

を
P
R
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

農
業
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
農
産
物
品
評

会
が
開
催
さ
れ
、
2
6
9
点
（
野
菜
73

点
、
植
木
1
9
6
点
）
の
出
展
が
あ
り

ま
し
た
。　
　

　

猛
暑
や
豪
雨
等
に
よ
る
影
響
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
生
産
者
の
方
の
絶
え

間
な
い
努
力
に
よ
り
、
と
て
も
素
晴
ら

し
い
農
産
物
が
揃
い
ま
し
た
。

　

品
評
会
の
主
な
受
賞
者
は
、
次
の

方
々
で
す
（
敬
称
略
）。

野
菜
部
門

東
京
都
知
事
賞

 

キ
ャ
ベ
ツ
�

下
田　

勝
也

東
京
都
産
業
労
働
局
長
賞

　

小
松
菜
�

中
野　

雄
一

東
京
都
農
業
振
興
事
務
所
長
賞

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
�

中
野　

雄
一

西
東
京
市
議
会
議
長
賞

　

大
根
�

大
谷　
　

勝

北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会
会
長
賞

　

柿
�

中
野　

雄
一

植
木
部
門

東
京
都
知
事
賞

　

ソ
ヨ
ゴ
�

野
口　

義
典

東
京
都
産
業
労
働
局
長
賞

　

ヤ
マ
ボ
ウ
シ
�

岡
部　

光
一

東
京
都
農
業
振
興
事
務
所
長
賞

　

ブ
ル
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
�
新
倉　

恭
治

西
東
京
市
長
賞

　

ソ
ヨ
ゴ
�

野
口　

義
典

西
東
京
市
農
業
委
員
会
会
長
賞

　

ソ
ヨ
ゴ
�

野
口　

義
典
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意
見
の
提
出

　

令
和
6
年
11
月
14
日
（
木
）、
西
東

京
市
に
対
し
て
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
第
38
条
の
規
定
に
基
づ
く
意
見

の
提
出
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
長
、
会
長
職
務
代
理
、
運
営
部
会

長
、
農
地
部
会
長
、
編
集
部
会
長
の　

5
名
が
農
業
委
員
会
を
代
表
し
て
提
出

し
ま
し
た
。

　

市
内
生
産
緑
地
の
9
割
が
特
定
生
産

緑
地
に
指
定
さ
れ
、
急
激
な
農
地
減
少

が
避
け
ら
れ
た
一
方
、
農
地
所
有
者
の

諸
事
情
も
あ
り
農
地
保
全
に
は
農
地
貸

借
が
重
要
度
を
増
し
て
い
ま
す
。
市
内

で
も
都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
に
よ
る

農
地
貸
借
が
増
加
し
て
お
り
、
制
度
を

活
か
し
た
農
地
の
利
活
用
促
進
と
共
に
、

担
い
手
確
保
・
育
成
に
向
け
た
取
り
組

み
も
必
要
と
な
る
中
で
、
農
業
者
へ
の

効
果
的
か
つ
継
続
的
な
支
援
を
行
い
、

都
市
農
業
の
振
興
を
通
じ
た
地
域
の
発

展
を
目
指
す
た
め
に
主
に
次
の
よ
う
な

意
見
を
提
出
し
ま
し
た
。

1　

�

都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
等
を
活

用
し
た
農
地
の
貸
借
に
つ
い
て

2　

�

農
業
経
営
の
安
定
化
と
農
産
物
供

給
促
進
へ
の
支
援
に
つ
い
て

3　

�

都
市
農
業
に
対
す
る
市
民
理
解
の

促
進
に
つ
い
て

4　

�

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
に
よ
る
農
業

へ
の
影
響
等
に
対
す
る
情
報
提
供

に
つ
い
て

　

意
見
の
提
出
後
、
市
長
か
ら
市
の
取

組
み
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

新
規
就
業
者
奨
励
事
業
奨
励
賞

　

公
益
財
団
法
人
東
京
都
農
林
水
産
振

興
財
団
が
実
施
す
る
新
規
就
業
者
の
奨

励
賞
の
交
付
が
行
わ
れ
、
今
年
は
2
名

の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

�

蓮
見　

一
成
さ
ん

　

新
規
就
農
に
あ
た
り
、
貴
重
な
賞
を

い
た
だ
き
大
変
光
栄
で
す
。
西
東
京
市

の
農
業
・
農
地
を
守
り
、
次
の
世
代
へ

と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
は
と
て
も
意
義

の
あ
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
父
と
共
に
植
木
の
卸
売
業
を
営

ん
で
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
、
取
引
先

の
皆
様
と
の
関
係
を
大
切
に
し
て
誠
実

に
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

�

中
野　

翔
也
さ
ん

　

今
回
、
新
規
就
業
奨
励
賞
を
受
賞
す

る
事
が
で
き
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。
本
件
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た

皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
父
や
祖
父
か
ら
学
ん
だ
知

識
や
経
験
を
活
か
し
て
多
く
の
方
々
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
農
産
物
を
作
っ
て

い
け
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
認
定
農
業
者
認
定
書
交
付
式

　

令
和
6
年
7
月
16
日
（
火
）、
本
年

度
の
認
定
農
業
者
の
認
定
を
受
け
た
皆

様
に
、
市
長
よ
り
認
定
書
の
交
付
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
2
名
の
更
新
の
方
と
2
名

の
新
規
の
方
が
認
定
を
受
け
ら
れ
、
本

市
の
認
定
農
業
者
数
は
53
名
と
な
り
ま

し
た
。

　

認
定
農
業
者
の
皆
様
に
は
、
市
内
農

業
の
担
い
手
と
し
て
よ
り
一
層
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

意見交換の様子

意見書提出（左：保谷
会長、右：池澤市長）

（左より：下田（武志）編集部会長、中野
農地部会長、保谷会長、池澤市長、萱野副
市長、野口会長職務代理、齊藤運営部会長）
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本
年
度
、
認
定
を
受
け
た 

農
業
者
の
皆
様
を
紹
介
し
ま
す
。

�

※
代
表
者
の
み
ご
紹
介

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

　

令
和
6
年
10
月
23
日
（
水
）
か
ら
25

日
（
金
）
ま
で
の
3
日
間
で
、
農
地
法

第
30
条
に
基
づ
く
農
地
利
用
状
況
調
査

（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）を
実
施
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
、
事
務
局
、
資
産
税
課
の

職
員
及
び
都
市
計
画
課
の
職
員
が
6
班

に
分
か
れ
、
肥
培
管
理
基
準
に
基
づ
い

て
、
市
内
の
農
地
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

日
頃
よ
り
丁
寧
な
肥
培
管
理
を
行
っ

て
い
る
農
地
が
大
部
分
で
し
た
が
、
一

部
適
正
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
農

地
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

適
正
に
農
地
が
管
理
さ
れ
て
い
な
い

と
、
固
定
資
産
税
の
課
税
額
が
変
更
さ

れ
る
こ
と
や
、
相
続
税
納
税
猶
予
を
受

け
て
い
る
場
合
に
は
期
限
の
確
定
が
な

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
農

地
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

農
業
者
の
皆
様
に
は
事
前
調
査
の
段

階
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

緑
の
ア
カ
デ
ミ
ー

　

令
和
6
年
10
月
19
日
（
土
）、
田
無

市
民
公
園
に
て
「
緑
の
ア
カ
デ
ミ
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
、
田
無
緑
化
組
合
の

説
明
を
受
け
な
が
ら
、市
民
42
名
が「
植

木
の
ま
ち
」
を
歩
き
、
徐
々
に
色
づ
く

木
々
や
草
花
を
見
て
秋
を
楽
し
み
ま
し

た
。
途
中
、
2
名
の
農
業
者
の
ご
協
力

の
も
と
、
農
地
の
中
に
入
っ
て
植
木
の

お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
ち
歩
き
の
後
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

の
球
根
の
植
え
付
け
体
験
を
行
い
ま
し

た
。

　

植
え
付
け
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
参
加

者
が
持
ち
帰
り
、
き
れ
い
な
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
が
咲
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。

親
子
で
収
穫
祭

　

令
和
6
年
11
月
3
日
（
日
・
祝
）、

芝
久
保
町
三
丁
目
の
圃
場
で
大
根
と
里

芋
の
収
穫
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

産
業
振
興
課
と
農
業
委
員
会
（
運
営

部
会
）
の
共
催
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の

市
民
と
交
流
を
し
ま
し
た
。

　

市
内
65
組
の
親
子
か
ら
応
募
が
あ
り
、

抽
選
で
選
ば
れ
た
30
組
の
親
子
（
う
ち

6
組
は
当
日
欠
席
）
が
参
加
し
、
農
園

主
の
鵜
野
美
代
子
さ
ん
か
ら
大
根
と
里

芋
の
生
育
の
経
過
、
収
穫
方
法
な
ど
の

説
明
を
受
け
た
後
、
親
子
で
力
を
合
わ

せ
て
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

鵜
野
　
美
代
子
さ
ん

（
更
新
）

河
合
　
芳
治
さ
ん

（
更
新
）

野
口
　
義
典
さ
ん

（
新
規
）

秋
元
　
宏
道
さ
ん

（
新
規
）

（農地パトロールの様子）

（収穫の様子）

令和６年
度認定農業者認定書交付式

田無市民公園

植付体験まち歩きの様子

緑の 
アカデミーの 

様子
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援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
特
集

　

西
東
京
市
で
は
、
労
働
力
が
不
足
し
て
い

る
農
家
の
皆
様
の
お
手
伝
い
や
、
農
業
者
と

消
費
者
の
交
流
、
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
公
益
財
団
法

人
東
京
都
農
林
水
産
振
興
財
団
」
が
実
施
す

る
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
認
定
事
業
の
活
用
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
市
内
で
実
際
に
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
々
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

　

質
問
項
目
は
次
の
4
点
で
す
。

①
経
験
年
数

②
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
き
っ
か
け

③
援
農
先
で
行
っ
た
作
業

④
援
農
先
で
気
を
付
け
て
い
る
こ
と

【
Y
様
】

①
1
年
11
ヵ
月

②�

農
業
に
興
味
が
あ
り
、
体
を
動
か
す
こ
と

が
好
き
。
何
か
自
分
に
で
き
る
こ
と
が
あ

れ
ば
と
思
い
始
め
た
。

③
除
草
、
剪
定
、
袋
掛
け
、
収
穫

④�

作
業
を
自
己
判
断
で
は
な
く
理
解
し
て
か

ら
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

【
T
様
】

①
約
10
年

②�

農
家
で
育
ち
、
職
場
も
農
業
関
係
だ
っ
た

こ
と
か
ら
農
業
に
関
心
が
あ
っ
た
。

③�

農
作
業
全
般
に
加
え
、
垣
根
や
梅
林
、
竹

林
の
手
入
れ
も
行
い
、
作
業
は
手
作
業
が

中
心
。

④�

安
全
の
確
保
及
び
信
頼
さ
れ
る
作
業
の
遂

行
。
夏
場
の
除
草
は
暑
さ
対
策
の
為
、
状

況
に
応
じ
て
朝
食
前
（
早
朝
）
か
ら
行
う
。

【
Y
様
】

①
23
年

②�

体
調
維
持
の
為
に
何
か
始
め
た
い
と
思
っ

て
い
た
。
畑
で
人
が
作
業
し
て
い
る
の
を

見
て
、
自
分
も
畑
仕
事
を
し
て
農
家
の
方

の
役
に
立
て
た
ら
と
思
い
始
め
た
。

③�

野
菜
の
箱
詰
め
や
定
植
、
収
穫
、
梨
の
花

粉
付
け
、
除
草
、
そ
の
他

④�

高
齢
に
な
っ
て
き
た
為
け
が
の
な
い
よ
う

に
。
失
敗
も
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

【
M
様
】

①
約
15
年

②�

稲
作
農
家
の
出
身
で
あ
り
、
胡
瓜
や
西
瓜
、

葉
煙
草
を
栽
培
し
て
い
た
経
験
か
ら
。

③�

梨
や
葡
萄
の
受
粉
、
摘
果
、
剪
定
、
収
穫

定
植
、
除
草
、
耕
耘
、
農
具
の
手
入
れ

④�

農
家
の
意
向
を
十
分
理
解
し
、方
針
に
沿
っ

て
行
動
す
る
こ
と
を
第
一
と
し
て
い
る
。

　

今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
い
た
だ
い

た
方
々
の
他
に
も
、
市
内
全
域
で
多
く
の
援

農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
し
て
い
ま
す
！

　

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
を
ご
希
望
の

際
は
産
業
振
興
課
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

☎
０
4
2‒

4
2
０‒

2
８
2
０

新
規
就
農
者
の
そ
の
後

　

令
和
4
年
4
月
に
新
規
就
農
さ
れ
た
柳
沢

の
飯
田
秀
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

　

飯
田
さ
ん
は
柳
沢
の
農
業
者
か
ら
農
地
を

貸
借
し
、今
年
で
就
農
3
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

自
身
の
農
業
の
現
在
と
今
後
に
つ
い
て
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

🆀�

就
農
後
、
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す

か
？

🅰�

所
得
目
標
を
達
成
す
る
為
の
ア
イ
デ
ア
を

出
す
こ
と
で
す
。

　�

ま
た
、
暑
さ
や
雑
草
、
獣
害
の
対
策
に
も

苦
労
を
し
て
い
ま
す
。

🆀�

就
農
し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
る
時
は
ど
ん

な
時
で
す
か
？

🅰�

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

　�

直
売
所
で
は
近
所
の
方
々
が
よ
く
野
菜
を

購
入
し
て
く
れ
ま
す
。
保
育
園
や
カ
フ
ェ

と
連
携
し
て
野
菜
の
収
穫
体
験
な
ど
行
い
、

地
域
や
子
ど
も
た
ち
と
つ
な
が
り
を
持
つ

機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

🆀�

今
後
、
ど
の
よ
う
に
自
身
の
農
業
を
展
開

し
て
い
き
た
い
で
す
か
？

🅰�

収
穫
体
験
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に

開
催
し
、
地
域
の
方
々
に
畑
や
農
業
を

知
っ
て
も
ら
い
、
活
用
し
て
も
ら
え
た
ら

と
考
え
て
い
ま
す
。

🆀�

こ
れ
か
ら
新
規
就
農
を
目
指
し
て
い
る
方

へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

🅰�
や
る
気
や
勢
い
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
そ
れ
と
同
時
に
経
営
方
針
や
栽
培
面

積
や
品
目
等
を
決
め
、
売
上
・
所
得
目
標

を
予
測
し
て
お
く
こ
と
も
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。
や
る
気
と
計
画
性
を
持
っ
て
新
規

就
農
を
目

指
し
て
も

ら
え
た
ら

と
思
い
ま

す
。

農
業
者
年
金
の
ご
案
内

　

農
業
者
年
金
は
、
確
定
拠
出
型
の
公
的
年

金
で
す
。
ご
自
身
の
将
来
設
計
の
た
め
に
積

極
的
に
活
用
し
、
豊
か
な
生
活
を
実
現
し
ま

し
ょ
う
。

◇�

加
入
要
件
（
次
の
3
つ
を
全
て
満
た
す
方

は
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。）

　

①
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

　

②
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

　

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満

 　

積
み
立
て
た
保
険
料
を
老
後
に
受
け
取
れ

る
積
立
方
式
で
、
加
入
者
・
受
給
者
数
の
増

減
に
左
右
さ
れ
な
い
安
定
し
た
制
度
で
す
。

月
額
2
万
円
か
ら
6
万
7
千
円
ま
で
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
て
保
険
料
を
自
由
に
選
択

で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
期
の
農
業
委
員
会
活
動
も
後
半
を

迎
え
、
委
員
の
担
当
部
会
が
改
編
さ
れ

ま
し
た
。
今
号
を
含
め
三
号
の
編
集
を

担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
号
で
特
集
し
た
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
、
農
業
者
の
皆
様
に
役
立
つ
情

報
提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

多
忙
な
年
末
年
始
、
農
作
物
の
管
理

と
共
に
、
体
調
に
も
留
意
し
て
下
さ
い
。

�

編
集
委
員
一
同

編
集
後
記

飯田秀さん

－ 4 －


